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た
ど
り
つ
い
た
の
は
、

五

一
六

0
0年
四
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ソ
ダ
東

伴

懐
徳
堂
と
自
然
科
学

適
塾
記
念
会
理
事

オ
ラ
ン
ダ
の
デ

・
リ
ー
フ
デ
号
（
慈
愛
号
）
が
、
や
っ
と
の
こ
と
で
別
府
湾
に

印
度
会
社
が
平
戸
に
定
培
し
た
の
が
炭
長
十
四
年

(
-
六

0
九
）
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
六
十
四
年
が
丁
度
三
八

0
周
年

に
当
る
。
そ
こ
で
、
日
蘭
文
化
交
流
一
＿一八

0
周
年
を
記
念
し
て
、
そ
の
記
念
事
業
を
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い

た
。
現
在
特
に
努
力
し
て
い
る
の
は
堺
市
で
、
大
阪
も
こ
れ
に
協
力
す
る
ら
し
い
。

長
崎
か
ら
帰
坂
し
た
緒
方
洪
庵
が
瓦
町
で
適
塾
を
開
い
た
の
が
天
保
九
年
(
-
八
＿
―
-
八
）
、
つ
い
で
過
街
町
に
移
転

し
た
の
が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
一―-
）
。
こ
れ
に
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

と
い
う
説
も
あ
る
が
、

懐
徳
営
の
開
学

（
享
保
九
年
、

一
七
二
四
）
か
ら
考
え
る
と
、
百
年
以
上
も
あ
と
の
こ
と
に
な
る
。
漢
学
路
の
懐
徳
堂
は
蘭
学
塾
の
適

塾
か
ら
西
南
方
百
米
位
の
近
隣
に
あ
っ
た
の
で
、
私
は
両
塾
相
互
間
に
何
等
か
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
、
常
に

こ
の
点
に
注
意
を
は
ら
っ
て
き
た
。

適
々
斎
、
適
々
、
適
塾
が
荘
子
の

r
大
宗
師
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
適
塾
生
は
蘭
学
の
修
業
を
す
る
が
、
基

盤
に
は
漢
和
学
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
挫
生
で
あ
っ
た
長
与
専
斎
は
、

『
松
香
私
志
』
と
い
う

日
記
帳
を
笞
い
た
。
日
本
に
「
医
制
」

を
創
設
し
た
が
、

荘
子
の
『
庚
桑
楚
篇
』
に
あ
る
老
子
の

「
衛
生
の
経
」
か
ら

忠

康
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で
あ
る
。

引
用
し
て
、

／ 

七
五
九
）
は
、

日
本
で
は
最
初
の
解
剖
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
内
臓
や
血

「
衛
生
学
」
と
い
う
名
称
を
作
っ
た
。
「
神
経
」
と
い
う
名
称
は
、
杉
田
玄
白
ら
が
創
作
し
た
も
の
で
あ

る
。
漠
書
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
漠
学
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
の
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

大
阪
大
学
医
学
部
の
部
長
室
に
あ
る
机
の
上
に
は
、
三
浦
梅
園
が
右
手
を
天
球
儀
に
の
せ
た
プ
ロ
ン
ズ
像
（
秀
雄

作
）
が
あ
る
。
私
が
国
東
半
島
富
永
村
に
あ
る
梅
園
（
一
七
二
三
ー
一
七
八
九
）
の
家
を
訪
れ
た
の
は
、
少
く
と
も
三

十
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
梅
園
が
蘭
学
に
よ
っ
て
、
生
涯
天
地
の
真
理
を
考
究
し
、
天
文
暦
学
、
経
済
学
、
哲
学

の
大
家
と
い
わ
れ
、
ま
た
顕
微
鏡
も
利
用
し
て
い
た
学
者
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
敬
意
を
表
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

梅
園
の
門
下
生
と
も
い
わ
れ
た
麻
田
剛
立
（
一
七
三
四
ー
一
七
九
九
）
は
杵
築
藩
の
医
師
で
あ
っ
た
が
、
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
に
脱
藩
し
て
大
坂
に
来
た
。
中
井
履
軒
の
世
話
に
よ
っ
て
本
町
四
丁
目
に
家
を
も
ち
、
こ
こ
で
開
業
を

し
た
が
、
同
時
に
こ
こ
で
天
文
暦
学
や
解
剖
学
な
ど
を
研
究
し
た
。
履
軒
は
麻
田
剛
立
や
梅
園
と
も
親
交
が
あ
っ
た
の

麻
田
剛
立
の
先
事
館
塾
で
は
、
天
文
暦
学
や
解
剖
学
が
教
え
ら
れ
た
が
、
門
下
生
に
は
、
優
秀
な
町
人
が
多
く
い

た
。
そ
の
中
に
は
、
高
橋
至
時
、
間
重
富
、
山
片
重
芳
、
山
片
婚
桃
、
西
村
太
沖
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
山
片
蝠
桃

や
そ
の
主
人
の
山
片
重
芳
の
よ
う
に
中
井
竹
山
や
履
軒
の
門
下
生
で
あ
る
人
々
も
い
た
の
で
あ
る
。

高
橋
至
時
の
次
男
で
あ
る
渋
川
景
佑
は
『
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
』
を
完
成
し
て
『
新
巧
暦
書
』
と
し
、
天
保
暦
の
基
礎
を

作
っ
て
い
る
。
至
時
の
門
下
生
で
あ
る
伊
能
忠
敬
は
蝦
夷
の
地
図
を
作
り
、
間
宮
林
蔵
に
千
島
で
測
量
術
を
教
え
た
人

で
あ
る
。

中
井
履
軒
は
常
に
剛
立
の
解
剖
に
参
加
し
て
、
解
剖
書
『
越
姐
弄
筆
』

漠
学
塾
の
懐
徳
堂
の
教
師
が
立
派
な
解
剖
書
を
著
わ
し
た
の
で
あ
る
。

京
都
の
山
脇
東
洋
の
著
書
『
蔵
志
』

（
安
永
二
年
・
一
七
七
―
―
-
）
を
刊
行
し
た
。
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図』

七

る
。
こ
の
本
の
色
彩
図
は
履
軒
が
画
家
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
蘭
書
を
訳
し
た
杉

田
玄
白
ら
の
『
解
体
新
書
』
は
安
永
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
、

た
こ
と
に
な
る
。

履
軒
は
、

ま
た
、
木
村
兼
殴
堂
所
有
の
顕
微
鏡
の
模
作
品
を
覗
い
て
驚
嘆
。
感
激
し

鏡
記
』
(
-
七
八
一
）
は
、
日
本
で
初
め
て
の
顕
微
鏡
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
。
但
し
付
図
は
な
い
。
付
図
を
つ
け
た

記
録
は
、
平
賀
源
内
の
弟
子
・
森
島
中
良
の
『
紅
毛
雑
話
』

履
軒
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

蘭
医
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
明
治
三
年
に
大
坂
医
学
校
教
師
に
な
っ
た
が
、
日
本
で
最
初
に
顕
微
鏡
の
諧
義
を
し
て
い

る
。
こ
の
「
視
官
論
」
は
、
彼
の
『
生
理
新
論
』
（
明
治
六
年
）
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
顕
微
鏡
と
大
坂
と
は
、

履
軒
以
来
、
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
申
し
て
も
よ
い
。

富
岡
鉄
斎
(
-
八
三
六
ー
一
九
二
五
）
は
、
中
井
竹
山
画
像
を
模
写
し
た
ほ
ど
に
、
懐
徳
堂
に
私
淑
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
淀
川
舟
遊
を
行
な
っ
た
履
軒
や
竹
山
ら
の
漠
詩
や
和
歌
、

管
な
ど
の
記
載
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、

ス
ケ
ッ
チ
画
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た
『
漠
水

（
三
―

-x
三
五
・
五
セ
ン
チ
）
の
表
紙
に
も
、
鉄
斎
が
清
賞
し
た
彼
の
字
句
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
澱
水
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
竹
山
、
履
軒
幽
人
、
春
楼
（
三
宅
石
庵
の
子
）
、
景
範
（
小
川
喜
太
郎
）
、
高
敬
、
子
和
ら
の
漠
詩
、
和
歌
な

ど
（
画
は
省
略
）
の
一
部
を
転
載
し
て
、
『
漠
水
図
』
を
紹
介
し
、
稿
を
終
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

（
一
七
八
七
）
で
、
図
は
司
馬
江
漠
が
描
い
て
い
る
が
、

い
た
と
い
わ
れ
る
『
顕
微

『
越
姐
弄
筆
』
は
こ
れ
よ
り
一
年
も
早
く
刊
行
さ
れ

履
軒
の
本
に
は
こ
れ
ら
が
特
に
重
視
さ
れ
て
、

門
脈
ま
で
図
示
さ
れ
て
い
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天
乃
舷
顧
人

伶

符

夭

高

碁

千

寿

恨

禄

面

名
微
唸
私
霧

今
ヰ
夭
怠
う
ぶ

浪
均
て
松
砧
み
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シ
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召
該
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公
吐
兎
咋
付
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左
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知
少
令
披

九

ヱ
モ
材
ふ
戌
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ゑ
え
炎
礼
作
白

る
危
吋
計
1
上

ぇ
地
苓

9
怜

憐

tu
芦
丸
奴
・

え
紘
い
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ふ
百
h

了
ん
．
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方
し
こ
ノ`
之
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；
パ
ー

ら
＆
各
ぅ
か
．
t

水
烹
み
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g¥

（
兵
靡
医
科
大
学
前
学
長

・
大
阪
大
学
名
営
教
授
）

1
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